
きみつ

　写真は、平成27年第１回定例会最終日の本会議休憩中に行われた、きみつ少年少
女合唱団による議場コンサートの様子です。
　結成15周年を迎えた同団は、小学生から高校生まで60人の団員が国内では被災地
訪問や、国外ではオーストリア　ウィーンでのコンサートも成功させるなど、本市
の子ども文化のけん引者として積極的に活動しています。今回は、これまでの本市
や本市議会の支援に対する感謝の気持ちを伝えるため、議場で素敵な歌声を披露し
てくれました。
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３月
定例会の
あらまし

指定ゴミ袋制度の改正に関し、修正可決

単純従量制への移行を延期
　３月定例会は、２月２３日から３月２５日までの３１日間の会期で開かれ、定例会冒頭、
市長から平成２７年度の施政方針演説がありました。
　今定例会では、市長提出の総額２８４億円に上る平成２７年度一般会計予算をはじめとする４９議案及
び委員会提出の１議案が慎重審議され、４８議案が可決、指定ごみ袋制度の改正に関する１議案は、
市民生活への影響を考慮し、施行日を平成２８年４月１日に延期するとして修正可決されました。
　一般質問では、各会派の代表質問と個人質問が行われ、代表質問では関連質問を含め５会派９人
が、個人質問では４人が登壇し、新年度の市政運営等について、活発な議論が展開されました。

定
例
会
日
誌
…
…
…
…
…

２
月
　
日
１６　

日
１８　

日
１９　

日
２３

３
月
２
日

６
日

９
日

　
日
１０　

日
１２　

日
１３　

日
１６　

日
１８　

日
１９　

日
２０　

日
２５

議
会
全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
調
査
特

別
委
員
会

君
津
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
定
例
会
【
本
会
議
】

○
開
会
・
会
期
の
決
定

○
市
長
の
施
政
方
針

○
議
案
の
上
程
（
提
案
理
由
説
明
、
補

足
説
明
）

○
議
案
の
一
部
採
決

議
会
運
営
委
員
会

【
本
会
議
】

○
追
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追
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介
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付
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ら
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ど
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新
た
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負
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強

い
る
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第
　
号
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年
齢
で
医
療
内
容
を
差
別

し
て
い
る
。

　
賛
　
成

●
議
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第
９
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及
び
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号
１０
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９
号
に
つ
い
て
所
得
制

限
を
設
け
る
こ
と
は
、
理
解

す
る
。
第
　
号
に
つ
い
て
、

１０

従
来
よ
り
も
手
厚
い
助
成
を

行
い
評
価
す
る
。
３
０
０
円

の
自
己
負
担
に
つ
い
て
も
理

解
で
き
る
。

●
議
案
第
　
号
１１

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
介
護
保
険
制
度
の
確
立
の

た
め
、
理
解
す
る
。

●
議
案
第
　
号
１４

　
原
案
で
は
周
知
期
間
が
少

な
い
。
よ
り
周
知
期
間
を
確

保
で
き
る
よ
う
施
行
日
を
平

成
　
年
４
月
１
日
に
延
期
す

２８
る
修
正
案
に
賛
成
。

●
議
案
第
　
号
３２

　
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、

地
方
交
付
税
の
獲
得
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
的
確
な
予

算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

●
議
案
第
　
号
３３

　
給
食
費
の
徴
収
率
向
上
、

保
護
者
負
担
の
公
平
性
の
確

保
に
努
め
た
も
の
と
理
解
す

る
。
ま
た
、
新
共
同
調
理
場

に
関
し
て
は
、
熟
慮
を
重
ね

た
結
果
の
凍
結
で
あ
る
と
考

え
る
。

●
議
案
第
　
号
３４

　
被
保
険
者
間
に
お
け
る
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
で
あ
る
。

●
議
案
第
　
号
３７

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
介
護
保
険
制
度
確
立
の
た

め
の
措
置
と
理
解
す
る
。

●
議
案
第
　
号
３８

　
国
民
皆
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
り
存
続
さ
せ
て
い
く

た
め
、
制
度
は
必
要
不
可
欠
。
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議案等の審議結果

本会議の審議結果件                        名議案番号
◆市長提出議案

原案可決（全会一致）君津市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の制定について議案第　１号

原案可決（全会一致）君津市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について議案第　２号

原案可決（全会一致）君津市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について議案第　３号
原案可決（全会一致）君津市個人情報保護条例及び君津市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について議案第　４号
原案可決（全会一致）君津市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について議案第　５号

原案可決（全会一致）特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について議案第　６号

原案可決（全会一致）一般職の職員の特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例の制定について議案第　７号
原案可決（全会一致）君津市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について議案第　８号
原案可決（賛成多数）君津市精神障害者医療費給付条例の一部を改正する条例の制定について議案第　９号
原案可決（賛成多数）君津市重度心身障害者の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について議案第　１０号
原案可決（賛成多数）君津市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について議案第　１１号

原案可決（全会一致）君津市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について議案第　１２号

原案可決（全会一致）
君津市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案第　１３号

修　　正（賛成多数）君津市廃棄物の適正処理及び再利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について議案第　１４号
原案可決（全会一致）君津市企業誘致条例の一部を改正する条例の制定について議案第　１５号

原案可決（全会一致）君津市居宅サービス事業手数料徴収条例及び君津市地域生活支援事業手数料徴収条例を
廃止する条例の制定について議案第　１６号

原案可決（全会一致）君津市自然休養村管理センターの指定管理者の指定について議案第　１７号
原案可決（全会一致）君津市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しについて議案第　１８号
原案可決（全会一致）市道路線の認定について議案第　１９号
原案可決（全会一致）市道路線の認定について議案第　２０号
原案可決（全会一致）市道路線の認定について議案第　２１号
原案可決（全会一致）市道路線の認定について議案第　２２号
原案可決（全会一致）市道路線の認定について議案第　２３号
原案可決（全会一致）市道路線の廃止について議案第　２４号
原案可決（全会一致）交通事故に係る損害賠償の額の決定について議案第　２５号
原案可決（全会一致）平成２６年度君津市一般会計補正予算（第５号）議案第　２６号
原案可決（全会一致）平成２６年度君津市学校給食特別会計補正予算（第１号）議案第　２７号
原案可決（全会一致）平成２６年度君津市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第　２８号
原案可決（全会一致）平成２６年度君津市聖地公園事業特別会計補正予算（第１号）議案第　２９号
原案可決（全会一致）平成２６年度君津市介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第　３０号
原案可決（全会一致）平成２６年度君津市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議案第　３１号
原案可決（賛成多数）平成２７年度君津市一般会計予算議案第　３２号
原案可決（賛成多数）平成２７年度君津市学校給食特別会計予算議案第　３３号
原案可決（賛成多数）平成２７年度君津市国民健康保険特別会計予算議案第　３４号
原案可決（全会一致）平成２７年度君津市聖地公園事業特別会計予算議案第　３５号
原案可決（全会一致）平成２７年度君津市農業集落排水事業特別会計予算議案第　３６号
原案可決（賛成多数）平成２７年度君津市介護保険特別会計予算議案第　３７号
原案可決（賛成多数）平成２７年度君津市後期高齢者医療特別会計予算議案第　３８号
原案可決（全会一致）平成２７年度君津市水道事業会計予算議案第　３９号

原案可決（全会一致）職員の分限に関する手続及び効果に関する条例及び職員の懲戒の手続及び効果に関する
条例の一部を改正する条例の制定について議案第　４０号

原案可決（全会一致）一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について議案第　４１号
原案可決（全会一致）市長等及び一般職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について議案第　４２号
同　　意（全会一致）副市長の選任について議案第　４３号
同　　意（全会一致）教育長の任命について議案第　４４号
同　　意（全会一致）教育委員会委員の任命について議案第　４５号
同　　意（全会一致）固定資産評価員の選任について議案第　４６号
原案可決（全会一致）教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について議案第　４７号

原案可決（全会一致）地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について議案第　４８号

原案可決（全会一致）平成２６年度君津市一般会計補正予算（第６号）議案第　４９号
◆委員会提出議案

原案可決（全会一致） 君津市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について発議案第１号
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代表質問代表質問 Q A各議員の質問の大綱と主な質問・回答の概要です。
詳細は会議録で確認いただけます。 &

地
方
創
生
に
向
け
て
、

県
内
　
市
町
村
が
、
プ

５４

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発

行
す
る
。
本
市
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
君
津
商
工
会
議

所
の
協
力
で
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
を
発

行
す
る
。
内
容
は
、
１
万
円

で
１
万
３
０
０
０
円
相
当
の

商
品
券
を
、
２
万
５
０
０
０

冊
発
行
す
る
予
定
で
、
発
行

総
額
３
億
２
５
０
０
万
円
に

達
し
、
市
内
の
消
費
喚
起
効

果
が
見
込
ま
れ
る
。

我
が
市
の
財
政
状
況
の

現
状
と
、
三
年
、
五
年

後
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
財
政
力
指
数
は
、

以
前
と
比
べ
低
下
し
て

い
る
も
の
の
、
全
国
的
に
は

高
い
水
準
に
あ
り
、
今
後
も

同
程
度
で
推
移
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は
、

徹
底
し
た
行
政
改
革
な
ど
に

よ
る
歳
出
削
減
策
の
実
施
な

ど
に
よ
り
、
若
干
の
改
善
は

見
ら
れ
た
も
の
の
、
当
分
の

間
は
高
い
水
準
に
あ
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

県
が
進
め
る
君
津
市
都

市
計
画
、
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
の
変
更
に
関
連
す
る

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
見
直
し

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、
君
津
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
は
、
ま

ち
づ
く
り
構
想
等
と
の
整
合

性
は
図
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
市
街
化
区
域
と

市
街
化
調
整
区
域
の
区

分
を
行
う
に
あ
た
り
、
新
た

な
住
宅
地
開
発
を
目
的
と
し

た
、
市
街
地
化
区
域
の
拡
大

は
原
則
行
わ
な
い
と
す
る
県

の
基
本
方
針
や
、
具
体
化
し

た
住
宅
地
開
発
の
計
画
が
な

い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
地
域

市
街
地
の
拡
大
は
行
え
な
い

状
況
で
あ
り
、
定
住
人
口
増

加
策
と
し
て
の
、
新
市
街
地

の
拡
大
と
い
う
大
規
模
な
受

け
皿
づ
く
り
は
、
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
構

想
で
掲
げ
た
、
小
糸
川
左
岸

地
域
の
整
備
方
針
と
は
異

な
っ
て
い
る
が
、
住
宅
及
び

住
宅
地
の
供
給
方
法
と
し
て
、

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
の

活
用
、
田
園
優
良
住
宅
の
制

度
化
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
実
施
、
市
街
化
区
域
内
の

未
利
用
地
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
定
住
人
口
の
増
加
策
を

講
じ
た
後
、
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。

あ
け
ぼ
の
保
育
園
、
亀

山
保
育
園
に
つ
い
て
は

統
合
と
の
こ
と
と
な
っ
た
が
、

他
の
保
育
園
の
統
合
計
画
は

あ
る
の
か
。

市
長
　
統
合
計
画
に
つ

い
て
は
、
平
成
　
年
度

２７

に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
あ

け
ぼ
の
保
育
園
と
亀
山
保
育

園
の
ほ
か
、
市
立
保
育
園
の

施
設
整
備
等
に
関
す
る
報
告

書
に
基
づ
き
、
久
保
保
育
園

と
上
湯
江
保
育
園
、
宮
下
保

育
園
と
常
代
保
育
園
、
中
保

育
園
と
小
糸
保
育
園
の
統
合

に
よ
る
建
て
か
え
を
検
討
し

て
い
る
。

老
朽
化
し
た
公
民
館
の

耐
震
化
の
基
本
方
針
は
。

ま
た
、
耐
震
化
を
図
る
に
あ

た
り
、
統
合
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ

れ
ぞ
れ
耐
震
化
を
図
っ
て
い

く
の
か
。
耐
震
化
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
あ
わ
せ
て
伺
う
。

教
育
長
　
開
館
後
　
年
４０

以
上
が
た
つ
周
南
、
小

糸
、
清
和
、
小
櫃
の
四
公
民

館
の
耐
震
化
が
必
要
で
あ
る
。

公
民
館
は
、
本
来
の
役
割
で

あ
る
地
域
の
教
育
機
関
と
し

て
の
機
能
に
加
え
、
避
難
所

や
防
災
の
拠
点
と
し
て
も
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
耐
震

化
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

耐
震
化
の
順
番
等
の
方
針
に

つ
い
て
は
、（
仮
称
）
公
民
館

施
設
耐
震
化
計
画
を
現
在
準

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
等
の
観
点
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
全
庁
的
な
取
り
組

み
の
中
で
進
め
て
い
く
。

施
政
方
針
に
農
業
と
観

光
が
融
合
し
た
産
業
振

興
策
と
し
て
、
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
構
想
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
農
業

と
観
光
が
融
合
し
た
集
客
策

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

市
長
　
現
在
取
り
組
む

君
津
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

構
想
以
外
に
も
、
農
地
の
貸

借
を
市
が
仲
介
し
て
行
う
市

民
農
園
整
備
推
進
事
業
や
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
君
津

市
認
定
農
業
者
協
議
会
主
催

の
き
み
つ
枝
豆
収
穫
祭
、
田

植
え
や
稲
刈
り
の
稲
作
体
験

な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
大

変
好
評
を
博
し
て
い
る
。
今

後
は
、
先
進
地
の
事
例
な
ど

も
参
照
し
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

創
政
会

小
林
　
喜
久
男
議
員

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
つ
い
て

・
経
営
改
革
に
つ
い
て

・
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
に
つ
い
て

・
消
費
者
保
護
に
つ
い
て

ＱＡＱＡ

Ｑ

Ａ
（
関
連
質
問
）
鴇
田
　
剛
　
議
員

▼
松
丘
地
区
の
道
路
改
良
（
ト
ン

ネ
ル
及
び
橋
梁
）
に
つ
い
て

▼
第
２
次
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

新
政
会

鈴
木
　
良
次
議
員

・
行
政
施
設
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
地
方
創
生
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・
観
光
事
業
に
つ
い
て

ＱＡＱ

Ａ

経営的視点での成果を期待する

緊急時の避難所にもなる公民館

ＱＡ
（
関
連
質
問
）
小
倉
　
靖
幸
　
議
員

▼
災
害
時
相
互
応
援
協
定
に
つ
い
て

▼
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
選

任
に
つ
い
て

▼
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
体
制
に

つ
い
て

▼
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
施
策
に
つ

い
て

▼
郡
ダ
ム
周
辺
の
地
域
資
源
の
活
用

に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

財
政
運
営

総
合
計
画

保
育
園
、
幼
稚
園
の
耐

震
化

公
民
館
の
耐
震
化

観
光
事
業
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市
長
選
挙
の
公
約
で
都

市
間
連
携
を
図
り
、
中

核
都
市
移
行
を
推
進
す
る
と

い
う
四
市
合
併
を
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
君
津
地
域
四
市

合
併
・
中
核
市
問
題
研

究
会
に
お
け
る
調
査
研
究
の

結
果
、
各
市
の
裁
量
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
多
く

の
差
異
が
あ
る
こ
と
、
個
別

具
体
的
な
検
討
や
住
民
負
担

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
協
議
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
今
後
の
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
中

で
、
近
隣
市
と
の
広
域
連
携

や
効
率
的
・
効
果
的
な
事
務

の
共
同
処
理
等
を
調
査
検
討

し
、
広
域
行
政
の
推
進
に
向

け
取
り
組
む
。

首
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
で
の
公
式
・
非
公

式
会
議
の
設
定
に
向
け
た
合

意
形
成
、
事
務
担
当
レ
ベ
ル

で
の
検
討
会
議
の
設
定
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

副
市
長
　
地
方
創
生
の

動
き
や
中
核
市
の
要
件

の
緩
和
を
踏
ま
え
、
意
見
交

換
の
場
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

市
長
の
中
核
市
移
行
へ

の
考
え
は
。

市
長
　
今
日
ま
で
四
市

で
地
域
を
支
え
て
き
た

こ
と
か
ら
、
極
力
四
市
で
合

併
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の

考
え
方
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
管
理
に
お

け
る
課
題
と
そ
の
解
決

策
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
公
共
施
設
の
多

く
が
今
後
一
斉
に
大
規

模
改
修
や
建
て
替
え
等
の
時

期
を
迎
え
る
た
め
、
こ
れ
ら

公
共
施
設
の
更
新
費
用
が
短

期
間
に
集
中
し
て
増
加
し
、

大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
効
率
的
で
効
果

的
な
更
新
等
を
可
能
と
す
る

た
め
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
方
針
を
策
定
し
、

推
進
し
て
い
く
。

第
一
次
ま
ち
づ
く
り
実

施
計
画
の
最
終
年
度
に

あ
た
り
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
に
お
け
る
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
定
住
促
進
に
向

け
た
各
種
取
組
み
や

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
推
進
、
維
持
可
能
な
行

財
政
の
確
立
等
に
向
け
た
取

り
組
み
等
を
今
後
の
課
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

明
治
の
心
で
歌
い
続
け

て
き
た「
仰
げ
ば
尊
し
」

の
歌
を
卒
業
式
で
歌
い
続
け

て
ほ
し
い
が
、
教
育
委
員
会

か
ら
各
学
校
へ
、
選
曲
の
指

導
は
で
き
る
の
か
。

教
育
部
長
　
卒
業
式
の

歌
に
つ
い
て
は
、
主
役

で
あ
る
卒
業
生
に
と
っ
て
感

慨
深
い
式
と
な
る
こ
と
、
ま

た
呼
び
か
け
の
挿
入
歌
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
歌
と
な
る
よ

う
、
児
童
、
生
徒
と
教
員
で

話
し
合
い
、
決
定
し
て
い
る
。

里
山
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
鳥
獣
被
害
も
増
加

す
る
状
況
下
で
、
農
業
就
業

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
農
家

戸
数
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
、
電
気
柵
や
防
護
柵

な
ど
の
設
置
、
管
理
の
方
法
、

ま
た
不
備
に
よ
る
被
害
の
発

生
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
電
気
柵
な
ど
の
環
境

整
備
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

中
、
猿
害
対
策
の
切
り
札
と

し
て
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
が
注

目
を
集
め
て
い
る
。
一
般
の

家
庭
犬
で
も
条
件
を
満
た
せ

ば
、
現
場
で
大
い
に
活
躍
で

き
る
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
と
な

る
が
、
制
度
導
入
に
つ
い
て

伺
う
。市

長
　
地
域
の
合
意
形

成
を
行
っ
た
上
で
、
安

全
か
つ
適
正
に
実
施
す
る
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
、

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
を
安
全
に

使
用
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
整
備
や
、
訓
練
の
斡

旋
等
に
つ
い
て
、
県
と
協
議

し
て
い
く
。

い
ろ
い
ろ
な
環
境
団
体

や
猟
友
会
、
地
域
の
方

か
ら
要
請
等
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
今
後
、
市
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

経
済
部
長
　
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
を
活
用
し
た
鳥

獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
補
助
金
の
対
象
と

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い

く
。

県
も
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ

に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
整
備
等
を
斡
旋
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
支
援
策
を
含
め

た
対
応
を
行
う
の
か
考
え
を

伺
う
。経

済
部
長
　
県
も
犬
の

係
留
義
務
を
４
月
１
日

か
ら
の
規
則
で
適
用
除
外
と

し
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

支
援
策
も
先
進
事
例
を
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

き
み
つ
未
来

磯
貝
　
清
議
員

・
広
域
行
政
に
つ
い
て

・
市
政
運
営
上
の
本
市
の
課
題
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て

・
平
成
　
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

２７

・
平
成
　
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

２７

ＱＡＱ

ＡＱ

Ａ
（
関
連
質
問
）
平
田
悦
子
　
議
員

▼
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

▼
女
性
の
市
政
参
画
に
つ
い
て

政
風
会

池
田
　
文
男
議
員

・
本
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

・
道
路
整
備
に
つ
い
て

・
防
災
に
つ
い
て

・
医
療
に
つ
い
て

ＱＡＱ

Ａ

三舟山から見る中心市街地

現在は多く使われている電気柵

ＱＡ
（
関
連
質
問
）
真
板
一
郎
　
議
員

▼
教
育
行
政
の
よ
り
一
層
の
充
実
に

つ
い
て

▼
清
和
地
区
に
お
け
る
主
要
道
路
の

整
備
に
つ
い
て

▼
防
災
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

▼
清
和
診
療
所
の
充
実
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

選
挙
公
約
で
あ
る
四
市
合

併

ＱＡ公
共
施
設
の
管
理

市
政
運
営
の
考
え
方

卒
業
式
の
歌
　
仰
げ
ば

尊
し

猿
害
対
策
の
切
り
札

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
導
入
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小
中
一
貫
校
の
導
入
を

含
む
学
校
統
廃
合
は
教

育
環
境
改
善
が
第
一
義
で
あ

る
が
、
そ
の
進
め
方
を
伺
う
。

教
育
長
　
今
年
度
中
に

基
本
方
針
を
策
定
し
、

今
後
は
有
識
者
、
保
護
者
、

地
域
住
民
等
の
外
部
委
員
を

中
心
と
し
た
新
た
な
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
慎
重
か
つ

迅
速
に
取
り
組
み
た
い
。

県
は
人
口
増
が
不
確
か

な
市
街
化
区
域
の
設
定

は
認
可
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

総
合
計
画
で
掲
げ
た
目
標
人

口
九
万
人
を
実
現
す
る
居
住

地
の
整
備
方
針
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
と
優
良
田
園
住
宅

制
度
の
活
用
及
び
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
を
創
設
し
て
定
住

促
進
に
努
め
る
。

庁
舎
内
に
「
ふ
る
さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
設

置
し
、
若
者
の
雇
用
機
会
を

増
大
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
設
置
に
際
し
て

は
一
定
の
要
件
が
あ
る

が
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
。

高
齢
化
と
核
家
族
化
で

日
常
生
活
に
必
要
な
物

資
の
買
い
物
の
困
難
者
が
全

市
的
に
増
加
し
て
い
る
。
支

援
の
強
化
対
策
を
伺
う
。

市
長
　
真
心
お
届
け
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
周
知
と

登
録
店
舗
の
増
加
に
向
け
て

商
工
会
議
所
と
協
議
す
る
。

高
齢
者
が
地
域
で
医
療
、

介
護
、
予
防
、
住
居
及

び
生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
受
け
ら
れ
る
君
津

版
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
を
伺
う
。

市
長
　
団
塊
世
代
の
後

期
高
齢
期
へ
の
移
行
等

を
見
据
え
、
今
後
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

観
光
企
画
に
実
績
が
あ

る
専
門
家
の
援
助
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
昨
年
、
登
用
し

た
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
、
市
全
般
へ
の
意
見
も

聞
い
て
い
き
た
い
。

市
民
に
向
け
た
市
内
交

流
事
業
の
創
設
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
　
市
民
向
け
の
バ

ス
ツ
ア
ー
等
を
企
画
し
、

本
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

児
童
生
徒
に
一
流
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
作
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
優
れ
た
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
創
出

し
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た

「
君
津
っ
子
」の
育
成
を
目
指

し
て
い
く
。

次
世
代
の
市
民
が
安
全

な
施
設
を
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
施

設
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、

ど
の
様
な
情
報
を
管
理
し
、

ま
た
、
そ
れ
を
基
に
ど
の
様

な
区
分
を
行
い
、
平
成
　
年
２７

度
の
経
営
改
革
に
デ
ー
タ
が

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
公
共
施
設
を
一

元
的
に
管
理
で
き
る
よ

う
、
建
設
費
・
建
設
時
期
・

主
要
工
事
の
履
歴
・
経
費
・

利
用
者
数
等
の
デ
ー
タ
を
取

り
ま
と
め
、
施
設
台
帳
を
も

と
に
現
状
と
課
題
を
整
理
分

析
し
た
上
で
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
公
共
施

設
を
質
・
量
・
財
政
負
担
の

最
適
化
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、

最
適
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
個
々
の
公
共
施
設
の
建

て
替
え
や
複
合
化
・
統
廃
合

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

法
改
正
に
よ
り
始
ま
る

総
合
教
育
会
議
の
議
題

や
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。教

育
長
　
新
た
に
設
置

さ
れ
る
総
合
教
育
会
議

は
、
市
長
が
主
宰
者
と
な
り
、

会
議
に
お
け
る
協
議
・
調
整

事
項
は
教
育
大
綱
の
策
定
や

重
点
施
策
、
さ
ら
に
は
児
童
、

生
徒
に
対
す
る
緊
急
時
の
対

策
な
ど
、
市
長
と
教
育
委
員

会
が
協
議
、
調
整
を
行
っ
て

い
く
。本

市
の
事
務
事
業
総
点

検
で
は
、
か
な
り
厳
し

い
評
価
結
果
を
出
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
反
映
し

て
い
く
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
今
回

の
厳
し
い
評
価
結
果
を

真
摯
に
受
け
と
め
、
本
市
の

実
情
等
と
調
整
を
行
い
事
務

事
業
の
見
直
し
を
図
る
。

公
明
党

藤
井
　
修
議
員

・
学
校
規
模
の
適
正
化
と
あ
り
方
に
つ
い
て

・
定
住
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
う
地
域
社

会
づ
く
り
に
つ
い
て

・
観
光
資
源
を
生
か
し
た
交
流
の
増
進
と

活
性
化
に
つ
い
て

・
文
化
芸
術
が
根
付
い
た
君
津
づ
く
り
に

つ
い
て

ＱＡＱＡＱ

Ａ

保
坂
　
好
一
議
員
　（
創
政
会
）

・
経
営
改
革
に
つ
い
て

・
教
育
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡ

学
校
規
模
の
適
正
化

定
住
人
口
増
加
対
策

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り

観
光
資
源
を
活
か
し
た

交
流
の
増
進

文
化
芸
術
進
行
が
根
付

い
た
君
津
づ
く
り

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
経
営
改
革

教
育
委
員
会

事
務
事
業
総
点
検

春の魅力いっぱいのお花見ウォーク
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周
西
幼
稚
園
を
大
和
田

小
に
統
合
す
る
と
い
う

予
算
要
求
が
あ
っ
た
か
。

財
政
部
長
　
要
求
は

あ
っ
た
。

議
会
説
明
も
地
元
説
明

も
な
く
、
大
和
田
小
と

坂
田
小
と
周
西
幼
稚
園
を
一

緒
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
れ
の
ど
こ
が
教
育
環
境
の

改
善
な
の
か
。

　
周
西
幼
稚
園
は
　
月
の
園

１０

児
募
集
の
段
階
で
、
一
年
で

閉
園
す
る
か
、
ま
た
は
移
設

す
る
か
、
も
し
く
は
一
年
後

に
耐
震
化
し
て
い
な
い
施
設

と
し
て
施
設
名
が
公
表
さ
れ

る
か
、
三
つ
し
か
選
択
肢
は

な
い
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

を
説
明
せ
ず
に
園
児
を
募
集

を
し
た
。
こ
れ
は
手
順
が
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

副
市
長
　
説
明
責
任
を

十
分
果
た
す
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
者
を

増
や
す
た
め
に
助
成
制

度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
ド

ナ
ー
登
録
者
が
移
植
適

合
者
と
な
っ
た
場
合
で
も
通

院
・
入
院
に
よ
る
仕
事
や
家

事
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
か

ら
移
植
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
経
済
的
な
支
援
で

あ
る
ド
ナ
ー
助
成
制
度
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
推
進
に

有
効
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
を
一
般
不
妊
治
療

ま
で
拡
大
し
た
ら
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
本
市

の
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
制
度
は
平
成
　
年
が
　
件
、

２５

２５

平
成
　
年
は
２
月
末
で
　
件

２６

３４

と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
不
妊

治
療
に
対
す
る
経
済
的
支
援

は
人
口
増
加
策
と
し
て
も
大

変
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
政
運
営
の
基
本
的
考

え
方
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
ま
し
た
が
、「
経
営
改
革
」

と
い
う
株
式
会
社
的
発
想
で

は
市
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
後
退

を
招
く
と
懸
念
す
る
が
見
解

を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
経
営

改
革
の
取
り
組
み
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
透
明

性
を
確
保
し
つ
つ
、
市
議
会

を
始
め
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
質
の
高
い
市
民
サ
―
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

今
回
、
建
設
事
業
が
見

送
ら
れ
た
が
、
三
つ
の

学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
一

つ
に
統
廃
合
す
る
こ
と
を
含

め
て
見
送
る
の
か
。

市
長
　
国
の
交
付
金
が

不
採
択
と
な
り
、
計
画

を
延
期
し
て
い
る
建
設
事
業

費
が
大
き
く
高
騰
し
た
こ
と

か
ら
、
財
政
負
担
の
増
大
等

を
考
慮
し
、
凍
結
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
は
、
取
得

し
た
建
設
用
地
の
活
用
と
三

調
理
場
を
統
合
す
る
こ
と
を

引
き
続
き
計
画
の
中
心
と
し

て
捉
え
な
が
ら
も
、
建
設
経

費
の
縮
減
を
主
眼
と
し
て
新

た
に
建
設
計
画
を
策
定
す
る
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
を

伺
う
。企

画
政
策
部
長
　
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
を
市
民

協
働
に
よ
り
進
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
お
り
、
市
民
参

加
の
機
会
が
全
て
の
市
民
等

に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
市

民
等
が
主
体
的
に
参
加
す
る

こ
と
、
市
民
等
及
び
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
、
市
民
等
及
び
市

が
お
互
い
の
自
主
性
と
自
立

性
を
尊
重
す
る
こ
と
、
以
上

四
点
が
基
本
理
念
で
あ
る
。

　
月
議
会
で
未
使
用
化

１２と
答
弁
頂
い
て
い
る
が
、

保
護
者
に
説
明
し
た
か
伺
う
。

教
育
部
長
　
未
使
用
化

に
関
す
る
具
体
的
な
説

明
は
行
っ
て
い
な
い
。

既
存
設
備
の
修
繕
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長
　
三
調
理
場

の
設
備
改
修
は
、
積
極

的
に
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
現

時
点
で
は
困
難
で
あ
り
、
毎

月
の
献
立
表
に
ア
レ
ル
ゲ
ン

の
表
示
等
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
は
木
更
津
市
の
夜

間
急
病
診
療
所
で
対
応

し
て
い
る
が
、
老
朽
化
等
も

考
え
て
新
設
等
の
検
討
を
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長
　
耐
震

対
策
、
津
波
対
策
を
考

慮
す
る
中
で
、
初
期
救
急
医

療
の
セ
ン
タ
ー
化
や
新
設
等

も
含
め
設
置
時
期
、
設
置
場

所
、
集
約
方
法
な
ど
、
君
津

木
更
津
医
師
会
及
び
関
係
四

等
市
に
よ
っ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

救
急
隊
が
現
場
に
到
着

し
、
現
場
を
引
き
上
げ

る
ま
で
に
　
分
以
上
か
か
っ

３０

た
件
数
及
び
、
救
急
隊
が
受

け
入
れ
先
を
探
す
の
に
五
件

以
上
の
病
院
に
入
電
を
し
た

件
数
が
年
間
で
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
伺
う
。

消
防
長
　
平
成
　
年
中

２６

の
救
急
出
動
件
数
は
４

千
５
７
９
件
。
現
場
到
着
か

ら
引
き
上
げ
ま
で
に
　
分
以

３０

上
要
し
た
件
数
は
、
５
３
１

件
。
ま
た
、
五
件
以
上
の
病

院
に
連
絡
し
た
件
数
は
１
２

２
件
、
全
体
の
２
・
７
％
で

あ
る
。

ＱＡ

ＱＡ

三
浦
　
道
雄
議
員
　（
諸
派
・
日
本
共
産
党
）

・
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

Ｑ

ＱＡ

ＱＡＱ

船
田
　
兼
司
議
員
　（
政
風
会
）

・
平
成
　
年
度
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

２７

・
医
療
体
制
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
君
津
地
域
水
道
事
業
統
合
・
広
域
化
に
つ

い
て

須
永
　
和
良
議
員
　（
諸
派
・
新
風
）

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
防
災
行
政
に
つ
い
て

・
福
祉
・
医
療
行
政
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

Ａ

Ａ

ＱＡＱ

ＡＱＡ

保
護
者
へ
の
説
明
不
足

ド
ナ
ー
助
成
制
度

不
妊
治
療
費
助
成
制
度

経
営
改
革
の
影
響

学
校
給
食
共
同
調
理
場

整
備
事
業
の
凍
結

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
理
念

坂
田
小
学
校
体
育
館
の

耐
震
化

学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
建
設
凍
結

小
児
医
療
体
制

救
急
医
療
体
制
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審
査
案
件
（
議
案
第
３
号
な
い

し
第
７
号
、
第
　
号
、
第
　
号

１５

４０

な
い
し
第
　
号
）

４２

◆
議
案
第
５
号

（
内
容
）市
長
直
轄
の
政
策
推
進

室
を
設
置
し
、「
定
住
促
進
対

策
」
及
び
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の

事
務
」
を
担
当
す
る
こ
と
及
び

広
報
広
聴
に
関
す
る
こ
と
を
総

務
部
の
所
掌
と
す
る
も
の
。

問
　
政
策
推
進
室
の
所
掌
事
務

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
企
画
政
策
部
は
企
画
立
案

を
行
う
点
に
対
し
、
政
策
推
進

室
は
実
際
に
政
策
実
現
に
向
け

て
働
く
実
動
部
隊
と
考
え
て
い

る
。（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
　
号
４１

（
内
容
）給
料
表
の
改
正
を
行
い

平
均
１
・
５
％
の
減
額
等
を
す

る
も
の
。

問
　
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
今
年
度
、
一
月
に
　
時
間

６０

を
超
え
て
業
務
を
行
っ
た
職
員

は
　
名
お
り
、
職
場
と
し
て
は

５８
選
挙
管
理
委
員
会
・
危
機
管
理

課
・
課
税
課
等
で
あ
る
が
、
時

期
的
な
も
の
で
常
態
化
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。（
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

■総務常任委員会

審
査
案
件
（
議
案
第
１
号
及
び

第
２
号
、
第
９
号
な
い
し
第
　１４

号
、
第
　
号
、
第
　
号
） 

１６

１８

◆
議
案
第
９
号

（
内
容
）精
神
障
害
者
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

問
　
近
隣
市
の
所
得
制
限
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
木
更
津
市
・
富
津
市
に
お

い
て
も
世
帯
の
市
町
村
民
税
の

所
得
割
額
の
合
計
が
　
万
５
千

２３

円
以
上
の
世
帯
で
あ
る
。

反
対
　
障
害
者
は
社
会
的
弱
者

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
救
済
を

行
っ
て
き
た
。
他
市
が
所
得
制

限
を
行
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
で
所
得
制
限
を
行
う
必
要

は
な
い
。（
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
　
号
１４

（
内
容
）指
定
ご
み
袋
に
よ
っ
て

排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
手
数
料

に
つ
い
て
超
過
有
料
制
か
ら
、

単
純
従
量
制
へ
と
制
度
改
正
を

行
う
も
の
。

問
　
市
民
に
負
担
を
強
い
る
の

で
あ
れ
ば
人
件
費
削
減
を
す
べ

き
で
あ
る
が
、
見
解
は
。

答
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
収
集
に
つ
い
て
は
民
間

委
託
を
行
政
改
革
の
中
で
検
討

し
て
い
る
。

意
見
　
生
活
保
護
世
帯
等
に
対

し
て
減
免
措
置
を
行
わ
な
い
こ

と
に
よ
り
、
被
保
護
世
帯
等
の

負
担
増
に
な
る
。

意
見
　
事
前
に
関
係
団
体
の
意

見
を
聞
き
、
よ
り
丁
寧
に
市
民

へ
説
明
を
行
う
べ
き
。

意
見
　
本
議
案
は
議
会
を
無
視

し
、
市
民
の
意
見
も
十
分
聞
い

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
君
津
市

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
基
本
理
念
に
反
し
て
い
る
。

議
案
内
容
で
は
な
く
議
案
提
出

に
至
る
手
続
き
に
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
。

修
正
案

（
内
容
）施
行
日
を
半
年
遅
ら
せ

平
成
　
年
４
月
１
日
と
し
、
そ

２８

の
間
は
、
期
間
に
応
じ
た
枚
数

の
指
定
ご
み
袋
を
配
布
す
る
。

問
　
議
案
の
可
決
後
で
あ
っ
て

も
、
減
免
特
例
の
対
象
に
つ
い

て
変
更
が
可
能
か
ど
う
か
伺
う
。

答
　
条
例
中
の
「
市
長
が
、
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
」
に
該
当
す
れ
ば
対
象

を
拡
大
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

反
対
討
論
　
本
条
例
の
提
出
に

は
時
間
を
か
け
て
市
民
の
意
見

を
聞
く
べ
き
。
市
民
参
加
の
手

続
き
に
お
い
て
も
、
審
議
会
の

開
催
の
み
に
と
ど
ま
る
た
め
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

理
念
に
反
す
る
た
め
、
原
案
撤

回
を
求
め
る
。

　
修
正
案
に
つ
い
て
も
、
施
行

時
期
を
延
長
し
た
だ
け
で
、
条

例
可
決
後
の
修
正
は
不
可
能
で

あ
る
。

賛
成
討
論
　
修
正
案
は
、
施
行

日
を
延
期
す
る
こ
と
で
、
執
行

部
が
市
民
へ
の
説
明
を
積
極
的

に
行
い
、
理
解
と
協
力
を
求
め

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
賛
成
。

賛
成
討
論
　
修
正
案
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
の
回
収
に
係
る
人

件
費
削
減
が
　
年
度
に
は
期
待

２８

で
き
、
条
例
施
行
の
延
期
で
、

市
民
へ
の
負
担
も
抑
え
ら
れ
、

経
費
削
減
も
同
時
に
行
え
る
こ

と
か
ら
賛
成
。（
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
　
号
１８

（
内
容
）住
民
票
の
写
し
な
ど
の

交
付
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
る

九
郵
便
局
の
指
定
を
取
り
消
す

も
の
。

問
　
住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
、
見
解
を

伺
う
。

答
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
普
及

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
す

る
。（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
）

■文教民生常任委員会

審
査
案
件
（
議
案
第
８
、
第
　
、
１７

第
　
号
な
い
し
第
　
号
） 

１９

２５

◆
議
案
第
　
号
１７

（
内
容
）自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し
て
君

津
市
農
業
協
同
組
合
を
指
定
す

る
も
の
。

問
　（
仮
称
）清
和
地
区
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
の
完
成
後
に
お
け

る
当
該
施
設
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　（
仮
称
）清
和
地
区
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
後
は
、
業

務
の
一
部
を
引
き
渡
し
、
当
該

施
設
を
廃
止
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
）

◆
議
案
第
　
号
２５

（
内
容
）交
通
事
故
の
相
手
方
と

の
和
解
協
議
が
調
い
、
損
害
賠

償
額
の
決
定
に
つ
い
て
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

問
　
当
該
事
故
後
の
保
険
料
の

変
動
額
及
び
工
事
現
場
に
お
け

る
具
体
的
な
再
発
防
止
策
は
。

答
　
平
成
　
年
度
か
ら
の
保
険

２７

料
額
は
、
概
算
で
、
年
　
万
円

３６

か
ら
年
　
万
８
千
円
に
上
昇
す

７２

る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
、
現

場
作
業
は
、
複
数
の
職
員
で
対

応
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
）

■建設経済常任委員会



行政視察研修報告行政視察研修報告行政視察研修報告 先 進地リポ ート

きみつ市議会だより　No.1209

議
会
改
革
に
つ
い
て（
玉
野
市
）

　
玉
野
市
議
会
は
、
日
本
経
済

新
聞
社
の
議
会
改
革
度
調
査
に

お
い
て
全
国
順
位
を
５
４
１
位

か
ら
　
位
へ
と
大
幅
に
引
き
上

９０

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
玉
野
市
議
会
で
は
、
平
成
　２３

年
４
月
の
改
選
後
、
そ
れ
ま
で

以
上
に
議
会
改
革
を
進
め
よ
う

と
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
、
議
員
定

数
削
減
、
議
会
報
告
会
の
実
施

や
女
性
議
会
の
開
催
な
ど
を
実

施
し
た
結
果
、
議
会
改
革
度
の

全
国
順
位
が
大
幅
に
上
昇
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
中
で
も
、
議
会
報
告
会

や
女
性
議
会
の
開
催
な
ど
に
よ

る
市
民
の
議
会
へ
の
参
画
機
会

の
増
加
に
よ
っ
て
、
議
会
の
見

え
る
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

評
価
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
感

じ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
と
市
広
報
の
合
併

に
つ
い
て
（
四
国
中
央
市
）

　
四
国
中
央
市
で
は
、
市
議
会

だ
よ
り
と
市
の
広
報
紙
を
合
併

し
て
い
ま
す
が
、
執
行
部
か
ら

議
会
に
対
し
て
の
要
望
に
よ
る

も
の
で
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

度
重
な
る
災
害
に
よ
り
、
復
旧

の
た
め
財
政
調
整
基
金
を
　
億
２０

円
程
度
取
り
崩
す
な
ど
厳
し
い

財
政
状
況
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
、
本
市
で

は
新
聞
折
り
込
み
と
し
て
い
る

広
報
紙
の
配
布
に
つ
い
て
、
四

国
中
央
市
で
は
広
報
委
員
に
よ

る
各
戸
配
布
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
者
の
安
否
確
認

等
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
、
何
人
か

の
委
員
は
興
味
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

■
視
察
を
終
え
て

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
各

種
要
綱
の
整
備
は
行
っ
た
も
の

の
、
今
後
の
効
果
が
待
た
れ
る

と
思
わ
れ
る
事
項
な
ど
も
あ
る

な
ど
、
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
本
市
議
会
に
お
い
て
、

見
習
う
べ
き
点
と
方
法
を
見
直

す
べ
き
点
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な

る
検
討
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
と
市
の
広
報
の

合
併
に
つ
い
て
は
、
経
費
削
減

や
広
報
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
議

会
だ
よ
り
が
よ
り
多
く
の
方
に

読
ま
れ
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
議
会
と
執
行
部
は
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
機
関
で
あ
る
が
、
合

併
に
よ
り
、
本
来
の
役
割
を
市

民
に
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
～
　
日
、
議
会
改
革
に
つ
い
て
、
ま
た
、
市
の
広

１２

１３

報
紙
と
合
併
し
た
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
、
先
進
市

の
取
り
組
み
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

視
察
先
　
岡
山
県
玉
野
市
・
愛
媛
県
四
国
中
央
市

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
２
月
　
日
～
　
日

１２

１３

議会運営委員会委員長

鈴木　良次議員

議
会
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

議会だより編集委員会委員長

三浦　章議員

　１月～３月

 特別委員会取り組み報告
●学校給食共同調理場建設調査特別委員会
開催日：①１月２１日②１月２３日③２月３日④２月１８日
事　件：①市内３調理場の現地調査
　　　　②学校給食共同調理場の事業計画について
　　　　③袖ケ浦市立学校給食センターの行政視察
　　　　④学校給食共同調理場の建設事業について
●交通体系等調査特別委員会
開催日：１月２６日
事　件：デマンドタクシーの現状と課題について、本

市の総合交通体系について、視察先について
●君津活性化対策特別委員会
開催日：２月１９日
事　件：まち・ひと・しごと創生法の概要と
　　　　市の取り組みについて
●予算審査特別委員会
開催日：３月１８日～２０日
事　件：平成２７年度各会計歳入歳出予算
　　　　（１０から１１頁に関連記事あり）

　１月～３月

 委員会等の開催状況
常任委員会・特別委員会以外で、市議会選出の議員が、
出席した委員会等は次のとおりです。

■定期監査等 １/１９　１/２２　１/２３　１/２６
 １/２７　１/３０　２/１９　２/２６
 ３/２３　３/２７

■君津郡市広域市町村圏事務組合議会 ２/２
■君津富津広域下水道組合議会 ２/１９　３/１１
■国民健康保険運営協議会 ２/１６

■千葉県後期高齢者医療広域連合議会 ２/９
■君津中央病院企業団議会 ２/１６　２/１９

■君津広域水道企業団議会 ２/１０

■農業委員会 １/２０　２/１９　３/２３

■環境審議会 ２/５

■都市計画審議会 ２/１９

■文化のまちづくり１％支援委員会 ２/２８

先進事例を真剣に調査研究
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技
場
の
建
設
地
と
し
て
、
君
津
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
く
、
宿
泊
施
設

も
近
傍
し
て
い
る
法
木
地
先
の
市
有

地
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

　
競
技
場
は
、
国
際
規
格
に
沿
っ
て

国
内
初
の
公
認
コ
ー
ス
を
建
設
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
先
駆
け
２
０
１
９

年
に
は
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
キ
ャ
ン
プ

誘
致
は
も
と
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

終
了
後
も
国
内
大
会
、
さ
ら
に
は
、

ア
ジ
ア
大
会
等
の
誘
致
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

意
見
確
実
な
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
見
込

ん
だ
上
で
の
事
業
執
行
を
望
む
。

問
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
執

行
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
就
労
支
援
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
で
は
手
厚
い
対
応
が
困
難

な
部
分
も
あ
る
た
め
、
専
門
的
な
研

修
を
受
け
た
方
や
実
績
の
あ
る
方
に

委
託
を
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
直
営
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。
主
任
相
談
支
援
員
、
相

談
支
援
員
、
就
労
支
援
員
の
三
名
を

配
置
し
、
相
談
や
就
労
の
支
援
を
行

い
、
家
賃
補
助
に
つ
い
て
は
、
三
カ

月
間
を
原
則
と
す
る
が
、
支
給
要
件

を
満
た
せ
ば
二
回
ま
で
更
新
可
能
と

し
、
最
長
は
九
カ
月
と
す
る
。

　
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護

に
お
け
る
住
宅
扶
助
の
額
を
基
本
と

す
る
。

問
生
活
保
護
費
の
予
算
が
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
。 

問
歳
入
予
算
に
お
け
る
市
民
税
等
の

徴
収
率
の
積
算
根
拠
は
。

答
平
成
　
年
度
に
お
い
て
、
滞
納
額

２６

縮
減
や
徴
収
率
向
上
に
重
点
を
置
い

て
、
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
徴
収

実
績
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
　
年
度
を
上
回
る
徴
収
率
を
見

２６

込
み
、
予
算
を
計
上
し
た
。

問
定
住
促
進
事
業
の
増
額
理
由
は
。

答
人
口
増
加
策
の
一
環
と
し
て
行
う

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
創
設
に
あ
た

り
、
よ
り
多
く
の
物
件
を
登
録
し
て

も
ら
う
た
め
、
空
き
家
内
の
家
財
道

具
の
片
付
け
に
伴
う
補
助
金
や
情
報

登
録
サ
イ
ト
の
開
設
を
行
う
た
め
。

問
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
整

備
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
様
々
な
競
技
の
中
か
ら
本
市
に
適

し
た
競
技
と
し
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
競
技
を

選
び
、
そ
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
向
け

昨
年
、
５
月
ご
ろ
か
ら
全
日
本
Ｂ
Ｍ

Ｘ
連
盟
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
。
競

　
審
査
で
は
、
委
員
と
執
行
部
の
議

論
が
白
熱
す
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
議
案

第
　
号
な
い
し
議
案
第
　
号
の
す
べ

３２

３９

て
に
つ
い
て
、
全
員
異
議
な
く
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
等
、

審
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

市
民
目
線
で
、
幅
広
く
審
査

　
３
月
　
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

１０

算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
３
月
　
日
、　
日
、

１８

１９

　
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、　
名

２０

１１

の
委
員
が
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予

２７

算
を
は
じ
め
各
特
別
会
計
予
算
な
ら

び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

予算審査特別委員会

委 員 長 
　小林喜久男
副委員長 
　小倉　靖幸
委　　員 
須永　和良
船田　兼司
保坂　好一
橋本　礼子
真板　一郎
鴨下四十八
鈴木　良次
榎本　貞夫
岡部　順一

 予算審査特別委員会 

議
案
　
号
３２

一
般
会
計

滞納者へは、タイヤロック等で厳しく対処

将来都市像実現に向けた予算
事務事業総点検による効率化を
平成２７年度一般会計予算２８４億円を認定
各特別会計・水道事業会計も認定
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答
離
職
等
に
よ
り
生
活
困
窮
で
あ
っ

た
世
帯
が
、
就
労
開
始
に
至
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
廃
止
と
な
り
、
受
給

者
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。

問
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
の
状
況

は
。

答
平
成
　
年
度
に
お
け
る
不
正
受
給

２５

の
件
数
は
　
件
、
金
額
は
２
千
５
０

５７

０
万
円
ほ
ど
で
あ
り
、
悪
質
な
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
告
訴
等
、
厳
正
な
対

処
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
。

意
見
現
在
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
が
一
人
で
も
多
く
自
立
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
一
層
努
力
を
さ

れ
た
い
。

問
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業
の
予
算
を
減
額
し
た

理
由
は
。

答
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
膨
大
な

経
費
を
必
要
と
す
る
砂
風
呂
の
維
持

管
理
の
継
続
が
非
常
に
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
半
年
間
の
周
知
期
間
を

設
け
た
上
で
、
平
成
　
年
９
月
末
を

２７

も
っ
て
廃
止
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
き
み
つ
応
援
寄
附
金
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
返
礼
品
に
対
す
る
費
用
や
新
設
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
係
る

管
理
・
運
営
委
託
料
、
お
礼
状
、
証

明
書
の
発
送
等
の
通
信
費
で
あ
る
。

　
本
事
業
は
、
一
万
円
の
寄
附
に
対

し
、
四
千
円
程
度
の
返
礼
品
を
送
付

す
る
も
の
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、

ま
ず
、
君
津
の
特
産
品
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
標
と
し
、
そ
れ

を
達
成
さ
せ
た
上
で
使
途
の
拡
大
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
（
仮
称
）清
和
地
区
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答
施
設
内
へ
の
郵
便
局
設
置
に
伴
う

設
計
変
更
の
委
託
料
と
し
て
、
８
５

０
万
円
、
建
築
確
認
申
請
の
費
用
と

し
て
、
３
５
０
万
円
、
駐
車
場
部
分

の
雨
水
排
水
工
事
及
び
の
り
面
工
事

に
係
る
工
事
請
負
費
と
し
て
、
１
８

０
０
万
円
を
予
算
措
置
し
て
い
る
。

　
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
市
内
外
か

ら
の
観
光
客
に
対
す
る
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
郵
便
局
設
置
に
向

け
た
協
議
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も

に
平
成
　
年
の
竣
工
に
向
け
、
着
実

３０

に
事
業
を
執
行
し
て
い
く
。

問
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
な
い
坂

田
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て

伺
う
。

答
坂
田
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
つ

い
て
は
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
わ
ず
、

未
使
用
化
と
す
る
こ
と
で
、
平
成
　２７

年
度
中
に
学
校
施
設
の
耐
震
化
１
０

０
％
を
図
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
別

支
援
学
校
分
校
設
置
の
た
め
、
坂
田

小
学
校
と
大
和
田
小
学
校
を
統
合
し
、

空
い
た
坂
田
小
学
校
を
県
に
貸
し
出

す
こ
と
を
前
提
と
し
た
措
置
を
取
る
。

　
平
成
　
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、

２８

統
合
す
る
ま
で
の
間
、
坂
田
小
学
校

の
児
童
に
対
し
て
は
、
近
隣
学
校
の

屋
内
運
動
場
に
お
い
て
教
育
活
動
が

行
え
る
よ
う
対
応
を
考
え
て
い
る
。

意
見
地
域
の
実
情
も
含
め
、
市
全
体

の
小
中
学
校
の
統
廃
合
計
画
を
定
め

た
上
で
、
坂
田
小
学
校
の
屋
内
運
動

場
の
耐
震
化
に
つ
い
て
再
度
検
討
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
平
成
　
年
度
に
坂
田
小
学
校
の
屋

２７

内
運
動
場
の
耐
震
化
補
強
工
事
の
実

施
検
討
行
務
委
託
費
の
補
正
予
算
を

計
上
し
、
早
期
に
耐
震
化
を
進
め
た

い
。

問
三
調
理
場
の
施
設
や
設
備
の
改

修
・
修
繕
の
予
算
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ボ
イ
ラ
ー
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
等
の
老

朽
化
も
進
ん
で
い
る
が
、
調
理
員
の

努
力
に
よ
っ
て
操
業
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
不
具
合
が
出
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
改
修
・
修
繕

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
補
正
予

算
で
の
追
加
対
応
に
つ
い
て
も
考
え

た
い
。

問
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
後
、
団
塊
の
世
代
が
、　
歳
代

６０

後
半
に
差
し
掛
か
る
た
め
、
医
療
費

の
動
向
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
等
に
つ
い
て
も
、

関
係
課
と
連
携
し
、
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

問
墓
地
の
販
売
実
績
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
　
年
度
の
販
売
実
績
は
、
２

２６

月
末
現
在
で
第
一
期
整
備
分
が
　
基
、

１０

第
二
期
整
備
分
が
　
基
で
あ
り
、
市

５１

内
在
住
の
方
へ
の
販
売
は
、
今
後
、

八
年
か
ら
十
年
の
間
、
販
売
可
能
と

見
込
ん
で
い
る
。

問
純
損
失
を
計
上
し
た
こ
と
に
つ
い

て
見
解
は
。

答
赤
字
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き

前
年
度
か
ら
の
繰
越
利
益
剰
余
金
で

補
て
ん
す
る
。
四
市
の
市
長
及
び
水

道
企
業
団
企
業
長
の
間
で
水
道
事
業

統
合
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
お

り
、
統
合
の
際
は
、
累
積
欠
損
金
を

解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
の
料
金
体
系
で
は
平
成
　
年
２８

度
以
降
も
純
損
益
が
赤
字
の
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
料
金
改
定
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。 

委
員
会
討
論

　
賛
成
討
論
　

●
議
案
第
　
号
３２

　
再
考
の
余
地
が
あ
る
事
業
も
あ
る

が
、
事
業
全
体
の
見
直
し
を
図
っ
た

こ
と
な
ど
、
漫
然
と
前
年
予
算
を
踏

襲
し
な
い
姿
勢
が
表
れ
て
お
り
、
全

体
を
通
し
て
、
努
力
が
見
受
け
ら
れ

る
。
新
た
な
財
源
確
保
の
観
点
か
ら

昨
年
末
、
市
議
会
か
ら
提
言
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
つ
い
て
、

迅
速
に
予
算
措
置
さ
れ
た
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
第
一
次
ま
ち
づ
く
り
実
施
計

画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
目
標
の
総
仕

上
げ
を
図
る
た
め
、
的
確
に
予
算
が
配

分
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

●
議
案
第
　
号
３３

　
老
朽
化
し
た
調
理
場
に
お
い
て
も

職
員
の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
安
全
で
安
心
な
お
い
し

い
給
食
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
評

価
す
る
。

●
議
案
第
　
号
３９

　
近
年
、
水
需
要
の
落
ち
込
み
に
よ

る
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
で
、

人
件
費
削
減
な
ど
の
経
営
努
力
に
よ

り
純
利
益
を
確
保
し
て
き
た
取
り
組

み
が
、
限
界
に
達
し
た
結
果
、
平
成

　
年
度
は
、
純
損
失
を
計
上
す
る
こ

２７と
と
な
っ
た
と
考
え
、
や
む
を
得
な

い
も
の
と
理
解
す
る
。

議
案
　
号
３３

学
校
給
食
特
別
会
計

議
案
　
号
３４

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

議
案
　
号
３５

聖
地
公
園
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
　
号
３９

水
道
事
業
会
計

君津の新鮮な農産物



感謝の気持ちを込めて 議場コンサート感謝の気持ちを込めて 議場コンサート

6月
定例会

6月2日（火）
開会予定です

きみつ市議会だよりは再生紙を使用しています。

市議会だより編集委員

　　　議案の修正

Ａ　議会に提出された議案に対する
審議（本会議）や審査（委員会）におい
て、その一部や全部について賛成で
きない場合、議員はその部分を改め
ることができ（議案の修正）、その際、
修正案を提出することになります。
　条例や予算の修正案は、地方自治
法により議員定数の１２分の１以上

の議員の連名で、意見書や決議等
への修正案は、会議規則で１人以上
の賛成議員と連名で提出すること
になっています。ただし、委員会へは
１人の議員から提出できます。
　なお、３月定例会では、委員会に
提出された修正案が可決し、委員会
から本会議に修正案が提出された
ため、こうした要件は必要とされま
せんでした。

君津の名産カラーの花で議場に彩りを

森づくりで環境意識をはぐくむ

全議員で視察結果を検証

　君津市農協花卉園芸組合カラー部会から市議
会へカラーが贈呈され、一般質問初日の３月６日
から議事堂へ展示されました。議場へ向かう議員
や執行部職員をはじめ、一般質問を傍聴に来た多
くの皆さんも足を止め、一面に飾られた君津の名
産の美しさに、ひと時心を奪われていました。

　４月６日、常任委員会や会派が昨年行った行政視
察について、全議員が報告を受けました。今後、報告
された26の先進事例について、本市でも取り組むべ
きかどうか詳細に検討していきます。市議会でのこ
の取り組みは2年目となり、昨年は新たな財源確保
策として、市へ「ふるさと納税制度」の活用を提言し、
平成27年度の事業化につながりました。

　４月18日、奥米の「君津 音事協の森」において、み
どりの日記念植樹祭が行われ、ミツバツツジなどの苗
木が植栽されました。春の陽気の中、安藤議長（写真
右から２番目）をはじめ、多くの市議会議員や三島小学
校の児童が参加し、自然環境を守ろうと森づくりに汗
を流しました。

委 員 長／三浦　章　　副委員長／真木　好朗
委　　員／小倉　靖幸、鈴木　良次、岡部　順一

議会を傍聴してみませんか

　傍聴ご希望の方は、本会
議当日、市役所８階議会事
務局までお申し込みくださ
い。なお、傍聴席は７２席の
ため、先着順となります。

3月定例会議傍聴者数 197人
本会議（5日間）

市議会Ｑ＆Ａ市議会Ｑ＆Ａ市議会Ｑ＆Ａ

〒299-1192  君津市久保2-13-1　TEL.0439-56-1476
ホームページ  http://www.city.kimitsu.lg.jp きみつ市議会

議会の日程や会議録を
インターネットで
ご覧いただけます。

会議録は、中央公民館でもご覧いただけます。
（３月定例会の会議録５月下旬から）

きみつ市議会　定例会

Q
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・・
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